
◇ 沿革の概要

平成１５年度

４月１日 浜坂町小学校区再編成に伴い、浜坂町立久斗小学校と浜坂町

立久斗山小学校が統合し、浜坂町立浜坂東小学校として開校。

校舎は旧久斗小学校を使用。

４月５日 浜坂町立浜坂東小学校開校式を挙行。

１月３０日 ３校連合（浜坂東小、御火浦小、赤崎小）スキー教室を実施。

２月２５日 ３校連合（浜坂東小、御火浦小、赤崎小）交流会を 開催。

平成１６年度

４月１日 浜坂町小学校区再編成に伴い、浜坂町立赤崎小学校（赤崎・

和田地区）、浜坂町立御火浦小学校と統合。

４月５日 浜坂町立浜坂東小学校の「出会いの式」を挙行。

１０月２０日 暴風雨・大雨・洪水警報発令のため、対田地区住民２８名が

体育館へ避難。

１１月２０日 浜坂高校生による「ふれあいコンサート」開催。

１１月２４日 浜坂警察署職員による不審者対応研修を実施。

平成１７年度

４月１日 若草学級（知的障害児学級）設置。

４月２３日 平成１６年度読書活動優秀実践校として文部科学省表彰を受賞。

１０月１日 浜坂町と温泉町が合併し、新温泉町となる。

１１月１７日 但馬視聴覚教育研究発表大会を開催。

１月１７日 人権学習授業公開。

平成１８年度

４月１日 若草学級（肢体不自由児学級）設置。

１０月３０日 若草学級増設工事完了に伴う引越作業を実施。

２月１８日 性教育講演会を開催。

平成１９年度

４月２４日 全校学力状況調査を実施。

７月９日 和楽器体験学習を実施。

８月１５日 同窓会により校門石柱に浜坂東小学校名刻銘寄贈。

９月２７日 介助犬に学ぶ福祉体験学習を実施。

平成２０年度

６月９日 浜坂南小学校との交流学習を実施（６年生）。

６月１９日 サテライト学校訪問。

６月２４日 農業改良普及センターの指導による環境教育実施。

１０月１日 バス路線再編に伴い、本校スクールバスは町民バスに変更。

１１月１３日 読み聞かせボランティア開始。

２月１４日 ＪＡバンク兵庫環境チャレンジ発表大会（神戸）優秀賞を受賞。

平成２１年度

５月６日 プール塗装工事開始。

５月１８日 新型インフルエンザ対応のため、全県下学校休校（～２２日）

６月２６日 TAJIMA クラッシックパーク学校訪問演奏会を開催。

９月２日 パソコン室コンピュータ入れ替え。

１０月２日 ３・４年生「餅つき体験」（食農教育）を実施。

１１月１９日 宇宙教育講演会（JAXA 谷垣文章氏）を実施。

１２月１日 ４・５年生「五平餅づくり」（食農教育）を実施。

２月２日 全校生「かき餅づくり」（食農教育）を実施。

平成２２年度

６月１日 校地内全面禁煙開始。

８月１８日 天窓落下防止枠の設置。

１１月１２日 兵庫県学校歯科保健優良校を受賞。

１月１７日 大雪のため臨時休校。

１月３１日 大雪のため臨時休校。

校 章 の 由 来

浜坂の「は」の文字をモチーフに、子どもた

ちの健康ですくすく育つ姿を表現しています。

円形は、個性を活かしな

がらダイナミックに育つ子

どもたちの「向上心」や

「思いやりの心」「社会性」

を表現しています。
新温泉町立浜坂東小学校

〒669-6722 兵庫県美方郡新温泉町高末390-1

TEL : 0796-82-1238

FAX : 0796-83-2045

E-mail : hamahigashi@dance.ocn.ne.jp
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《学校教育目標》

故郷を愛し、願いやめあてを持って

自ら学び続けるこころ豊かな人づくり

〔テーマ設定の理由〕

児童が社会の「国際化」「情報化」などの大きな変化に対応し、

主体的、創造的に生きていくためには、自ら考え、判断し、主

体的に行動できる資質や能力の育成が求められる。

そこで、本校の教育目標等を踏まえ、児童自ら考え、行動して得

た思いや願いを友だちと上手に分かち合い、お互いを高め合い、よ

りよい人間関係を築いていける児童の育成を図りたいと考えてい

る。

〔研究の視点〕

１ 伝え合う喜びや楽しさを高める教材研究

２ 言語活動を有効的に取り入れた指導計画

３ 個に応じた指導を充実させる指導方法の工夫・改善

◇ 校区の概要

地 区 世帯数 人口 児童数 家庭数 地 区 世帯数 人口 児童数 家庭数

赤 崎 24 59 0 0 正法庵 34 107 10 7

和 田 40 114 0 0 辺 地 31 106 9 6

三 尾 65 204 9 6 藤 尾 23 77 4 4

対 田 83 261 10 7 境 15 39 0 0

久 谷 56 196 12 8 久斗山 65 186 11 7

高 末 27 71 2 1 計 461 1420 67 46

◇ 校区図

◇ 児 童 数

1 ２ ３ ４ 5 6 計

男 5 ８ ４ ５ 4 ４ ３０

女 ４ 5 ５ ９ 7 7 ３７

計 ９ １３ ９ 1４ １１ １１ ６７

家 庭 数 ９ １１ ７ ８ ７ ４ ４６

◇ 町民バス通学児童数

地 区 名 利用児童数 地 区 名

久斗山 １２ 利用

藤 尾 ４ 児童数

三 尾 ９

合 計 ２５

＜通学距離＞

大三尾５．６㎞小三尾 ５．０㎞

和田 ２．８㎞ 赤崎 ３．０㎞

（ 三 尾 ・ 赤 崎 地 区 ）

◇ 職員組織

氏 名 主 な 校 務 分 掌

校 長 岸岡 修 総 括

教 頭 毛呂 正幸 総 務

１ 年 砂連尾幸恵 生活、図書館教育、生活指導

２ 年 小林美知子 国語、算数、福祉教育、清掃、研修

３ 年 北村 佳子 社会、図工、環境教育、生活指導

４ 年 秋山 次彦 体育、防災教育、人権（同和）教育、クラブ活動、研修

５ 年 竹中 律子 家庭、音楽、食育、研修

６ 年 西村 則和 特別活動、外国語、国際理解教育、評価、生活指導

若 草 学 級 森岡 修 道徳、特別支援教育、視聴覚・情報教育、給食、研修

専 科 山﨑 弘子 理科、安全教育、生活指導

養 護 鎌田美由紀 保健、食育、性教育、健康教育、生活指導

事 務 左右田和正 文書、財務、給与、服務

教科指導補助 中村よしみ 主幹指導補助

指 導 補 助 北村さとみ 児童指導補助

スクールアシスタント 児童支援

校 務 中村たか子 用務一般

“進んで学び続ける子”
願いやめあての達成に向けて、

自らの考えを持ち、学び続ける子

あいさつ・そうじ・あとしまつ

“思いやりの心を持つ子”
自他の生命を大切にし、仲良

く助け合って、共に伸びる子

“人間性豊かな教師”
豊かな心と人間性の涵養に

努める教師

児童一人一人の心に灯をつ

ける教師

“研修・研鑽に励む教師”
授業を大切にし、専門的な知

識や技能の習得をめざす教師
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本 校 の 教 育

１ 学校教育目標

２ めざす学校像

“魅力ある学校”

児童や地域の実態を活かし、創

意 工夫に満ちた活力ある学校

“信頼される学校”

家庭・地域の期待に応える学

校

３ めざす児童像

４ めざす教師像

生き生きと学び合う子どもの育成

～自分の思いや考えを持ち、伝え合う授業づくり～




